
 

 

 

 

 

岩倉市水道事業経営戦略  



 

 



経営戦略－1 

 

岩倉市 水道事業経営戦略 

 

団  体  名：   愛知県岩倉市                             

事  業  名：   岩倉市水道事業                            

策  定  日：   令和３年３月                              

計 画 期 間：   令和３年度～令和１２年度                     

 

１．事業概要 

（１）事業の現況 

 ① 給 水 

 

 ② 施 設 

 

  

人

人

千㎥／ha

※計画給水人口、現在給水人口、有収水量密度は平成30年度末

法適（ 全部・ 財務）
・ 非 適 の 区 分

法適用（全部）
現 在 給 水 人 口 47,782

有 収 水 量 密 度 4.6

供 用開 始年 月日 昭 和 46 年 3 月 31 日 計 画 給 水 人 口 54,700

％施 設 能 力 20,000 ㎥／日 施 設 利 用 率 73.7

水 源 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数選択可）

施 設 数
浄水場設置数 1

管 路 延 長 約222

千ｍ配水池設置数 3

表流水 , ダム , 伏流水 , 地下水 , 受水 , その他
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 ③ 料 金 

 

 

 ④ 組 織 

  

料金改定年月日
（消費税のみの改定は
含まない）

平 成 20 年 12 月 1 日

料金体系の
概要・考え方

　水道料金は、用途、口径別の料金体系で、基本料金、超過料金、及びメーター使用料か
らなっています。
基本料金は、基本水量までは水の使用量に関係なく、水道を使用する目的に応じて料金
を設定しています。
　超過料金は、基本水量以上使用した場合には水の使用量に応じて発生する料金で、使
用するほど単価が高くなる逓増方式となっており、家事用・営業用・官公署用、湯屋用、及
び特別栓に区分して料金を設定しています。なお、特別栓については基本料金はなく、使
用料は１㎥あたり一律の料金となっています。
　メーター使用料は用途にかかわらず、口径に応じて料金を設定しており、口径が大きくな
るほど口径1㎜あたり単価が高くなる逓増方式となっています。

＜組織体制＞ ＜職員数・職種・年齢構成等＞

　本市の水道事業では、令和元年度末時点で8名の職員数で運営しており、その年齢構成は、以下の図のよ
うになります。

市長

建設部長 上水道課長
水道技術管理者
(上水道グループ長)

上水道グループ

部長 課長 主幹 統括主査 主任 技師 主事 合計

61歳～ 0

51～60歳 1 1

41～50歳 1 1 2

31～40歳 3 1 4

～30歳 1 1

合計 1 1 1 0 3 2 0 8
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（２）これまでの主な経営健全化の取組 

 

 

（３）経営比較分析表等を活用した現状分析 

 

(1)民間活用の取組

(2)市民サービスの取組

(3)財源についての取組

(4)その他の取組

　施設整備・更新事業等の費用は、受益者負担の原則から水道料金に反映されるため、施設の状況や
事業の必要性について市民のみなさまにご理解いただけるよう、安全で美味しい水づくりについての取り
組みの情報を、わかりやすくホームページ・広報紙などにより積極的に公表しています。

　窓口納付、口座振替、指定金融機関支払、コンビニ支払など、水道料金の支払い方法の多様化によ
り、料金収入の確保とサービスの向上を図っています。
　施設整備、更新事業の財源として、受益者負担の原則に基づく工事負担金、手数料など、水道料金以
外の財源の確保を図っています。

　さらなる経営効率の向上のため、新たな情報技術（管路マッピングシステムなど）の活用に取り組んで
います。
　取水施設や浄水施設で効率的な施設運用を実施しても、配水管による漏水が多い場合、有収率が低
下し、料金収入につながらないため、漏水箇所の早期発見、老朽管の更新、配水管及び給水管等の維
持修繕を計画的に行っています。
　災害時にも事業を継続できるよう、主要施設の補修等による耐震性向上や、管路の更新の際の耐震管
の採用、緊急給水拠点などの応急給水体制の整備を行っています。また、職員や市民のみなさま、事業
者等の危機管理体制を確立するため、マニュアルの整備や定期的な訓練の実施を行っています。

　将来的な職員数の減少が見込まれる中、経営効率の向上を図るため、以下のような業務委託により民
間の技術力・経営力を活用しています。
　配水施設等運転管理業務について、配水場及び水源の24時間運転管理や、給水栓の水質検査、時間
外及び休日等における緊急時の対応業務を民間に委託しています。
　検針及び徴収総合業務について、開閉栓の受付や、メーター検針、料金調定作業、料金徴収等の業務
を民間に委託しています。

経営比較分析表（2018年度（平成30年度）決算）を活用し、水道事業の現状を分析すると以下の通りです。

①経営の健全性・効率性
　収益面については、経常収支比率、料金回収率は類似団体を上回っていますが、施設等の老朽化に伴う修
繕及び減価償却費の増加や、職員の増員やシステムの更新等に伴う費用の増加も加わり、近年は低下傾向
にあります。
　財務の健全性については、累積欠損比率や企業債残高対給水収益比率は類似団体を下回っていますが、
工事の増加に伴う未払金の増加により流動比率が低下傾向にあります。
　今後想定される将来の更新需要に備え、供給単価の見直しの検討、給水原価の削減により、経常収支比率
の改善を継続して図るとともに、必要な内部留保資金を確保し、経営基盤を強化する必要があります。

グラフ凡例 ■ 岩倉市 ― 類似団体平均値 【 】 平成30年度全国平均値

＜他事業体との比較＞ 類似団体：「現在給水人口3 万人以上5 万人未満」



経営戦略－4 

 

 

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

110.00

112.00

114.00

116.00

118.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 104.55 107.05 116.73 112.13 109.92

平均値 109.04 109.64 110.95 110.68 110.66

①経常収支比率(％)

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 3.77 3.62 3.91 3.56 2.74

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

900.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 740.56 808.58 564.64 535.57 377.52

平均値 382.09 371.31 377.63 357.34 366.03

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 29.67 25.22 39.25 35.51 30.97

平均値 385.06 373.09 364.71 373.69 370.12

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)
【112.83】 【1.05】 【261.93】 【270.46】

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

110.00

112.00

114.00

116.00

118.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 104.55 107.05 116.73 112.13 109.92

平均値 109.04 109.64 110.95 110.68 110.66

①経常収支比率(％)

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 3.77 3.62 3.91 3.56 2.74

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

900.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 740.56 808.58 564.64 535.57 377.52

平均値 382.09 371.31 377.63 357.34 366.03

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 29.67 25.22 39.25 35.51 30.97

平均値 385.06 373.09 364.71 373.69 370.12

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)
【112.83】 【1.05】 【261.93】 【270.46】

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

120.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 101.87 104.32 115.74 110.30 107.47

平均値 99.07 99.99 100.65 99.87 100.42

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 117.39 114.64 103.79 108.20 111.37

平均値 173.03 171.15 170.19 171.81 171.67

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 71.39 72.06 73.12 73.22 73.71

平均値 58.58 58.53 59.01 60.03 59.74

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

94.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 92.13 91.48 91.51 90.44 89.74

平均値 85.23 85.26 85.37 84.81 84.80

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)
【89.92】【60.27】【167.11】【103.91】

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

120.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 101.87 104.32 115.74 110.30 107.47

平均値 99.07 99.99 100.65 99.87 100.42

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 117.39 114.64 103.79 108.20 111.37

平均値 173.03 171.15 170.19 171.81 171.67

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 71.39 72.06 73.12 73.22 73.71

平均値 58.58 58.53 59.01 60.03 59.74

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

94.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 92.13 91.48 91.51 90.44 89.74

平均値 85.23 85.26 85.37 84.81 84.80

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)
【89.92】【60.27】【167.11】【103.91】



経営戦略－5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

②老朽化の状況
　有形固定資産減価償却費率、管路経年化率が類似団体よりも高く、施設、管路の老朽化が進んでいます。
こうした中、管路更新率は、下水道工事に伴い水道管の布設替工事を計画的に実施していることもあり上昇し
ています。今後は一段と老朽化が想定されるため、引き続き計画的な管路等の更新を行う想定です。

　近隣の尾張小牧地区の4市1組合1企業団（犬山市、江南市、小牧市、稲沢市、丹羽広域事務組合、北名古
屋水道企業団）と比較した場合の結果は以下のようになります（偏差値で比較）。
　財務状況の指標で比較すると、経常収支比率等の収益に関する指標は他団体と同程度であり、企業債残高
対給水収益比率等の負債に関する指標は他団体より良好であるため、現時点の財務状況は比較的健全と
なっています。
　一方で、施設の状況に関する指標で比較すると、管路経年化率の指標が他団体と比較して低く、管路の老
朽化が進んでいます。今後は施設や管路の更新、耐震化工事のため、起債等による資金確保が必要になる
と考えられます。
　また、現在は他団体よりも給水原価が低いため供給単価も低くなっていますが、将来の更新需要の増加が
見込まれる中、減価償却費や企業債支払利息の増加等により、給水原価が上昇し、収益性は悪化することが
想定されます。このため、料金改定の可能性も視野に入れた経営改善の検討が必要になると想定されます。
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※チャート上の差異は偏差値の差異であり、絶対値ではない。

※偏差値は同規模団体（現在給水人口3～5万人）平均を基準値としており、高いほど良い状態

を表し、絶対値の多寡とは連動しない。
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２．将来の事業環境 

（１）給水人口の予測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　本市の人口は、社会減を上回る自然増により増加を続け、2005年には47,926人に達し、その後概ね横ばい
で推移しています。
　もっとも、将来人口については、少子高齢化の影響で減少基調が続くことが予想されており、国立社会保障・
人口問題研究所の推計では、令和42年（2060）には約37,600人。本市の最上位計画である第5次総合計画策
定に合わせて行った独自推計では令和42年（2060）に約41,200人
となっています。
　将来の給水人口については、第5次総合計画策定での独自推計人口に、給水普及率（令和2年実績：
99.81％、令和16年以降目標100％）を乗じて算定しています。

【将来推計人口】

【給水人口の予測】
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（２）水需要の予測 

 

 

（３）料金収入の見通し 

 

 

（４）組織の見通し 

  

　水需要予測については、生活水量については、上記給水人口予測値に一人当たりの平均有収水量予測を
乗じて推計しています。また生活水量以外については一定とする仮定をおいています。
　こうした中、水需要の予測は令和2年の約477万㎥から令和42年の約394万㎥と減少する見通しです。
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【水需要の予測】

　水道料金収入については、上記の給水人口予測を加味した年間有収水量予測に、直近の供給単価実績
120円/㎥を乗じて算出しており、水需要の減少に伴い、減少する見通しです。
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【給水収益の予測】

　本市の水道事業では、令和元年度末時点で職員数8名で運営していますが、将来的には職員の減少や熟練
職員の人事異動等に伴う技術力の低下が見込まれます。
　このような状況の中、水道事業を維持・継続していくために、これまで培ってきた水道の技術・経験を次世代
の水道事業を支える職員へ継承するため、管理技術のノウハウのデータベース化・共有化や、職場での内部
研修や外部研修を充実させていきます。
　また、今後とも適正な維持管理を継続していくためには維持管理人員の確保が必要となるため、効率的な職
員の配置を行うとともに、第三者委託制度や包括的民間委託など業務委託の検討を行い、民間の技術力・経
営力の積極的な活用を進めていきます。
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３．経営の基本方針  

 

 

４．投資・財政計画（収支計画） 

（1）投資・財政計画（収支計画） ：  別紙のとおり 

（2）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明 

 ① 収支計画のうち投資についての説明 

 

 

 

 

 

目 標
更新時期を迎える水道施設や管路等については、更新計画に基づき確実に更新を行って
いきます。

　本市では、平成30年度末時点で法定耐用年数（40年）を超えた老朽管が約86千ｍ（全体の約4割）にのぼる
など、老朽管が非常に多くなっています。水道管の損傷や断水等のリスクを減らし、安全な水を安定的に供給
していくためには、老朽化した水道施設や管路等の更新を計画的に進める必要があります。次の世代も安心
して安定的に水道水を使用できるよう、必要な更新を先送りすることなく適切に実行していくために、更新時期
を迎える水道施設や管路等については、更新計画に基づき更新を行っていくことが重要となります。
　一方、更新工事を確実に実施していくためには、想定される多額の更新費用を充当するための財源確保が
必要となります。この点、仮に工事が同じ時期に集中すると、財源を確保するための企業債の発行額が多くな
り、支払利息費用が増加することになるほか、市や工事業者の人手不足といった問題が生じます。このため、
工事時期は可能な限りの集中を避けて平準化を図ることが必要です。そのため、水道施設を適切に管理し、
法定耐用年数よりも延命化することで、更新時期を平準化して充当する財源等を安定的に確保し、着実に更
新を進めていきます。

管路の更新基準

工種 法定耐用年数 アセットマニュアル※ 更新基準

GP・SGP 40 40

NCP・SP 60 60

SUS 60 60

VP 40 40

VP(RR)、HiVP、
HiVP(RR) 、VLP

60 60

PP 40 40

HPPE 60 60

DIP、DIP(A)、DIP(K)、 60 60

DIP(SⅡ)、DIP(NS) 80 80

DIP(GX) 80 100

不明 40 40

40

※アセットマニュアルによる更新基準は、「簡易⽀援ツールを使⽤したアセットマネジメントの実施
マニュアル、平成26年4月」p.57設定例による

施設（工種別）の更新基準

工種 法定耐用年数 アセットマニュアル※ 更新基準

建築 50 70 70

土木 60 73 73

電気 20 25 25

機械 15 24 24

計装 10 21 21

※アセットマニュアルによる更新基準は、「簡易⽀援ツールを使⽤したアセットマネジメントの実施
マニュアル、平成26年4月」p.57設定例による
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管種別の更新基準

工種 法定耐用年数
アセットマニュアル

※
更新基準

GP・SGP 40 40

NCP・SP 60 60

SUS 60 60

VP 40 40

VP(RR)、HiVP、
HiVP(RR) 、VLP

60 60

PP 40 40

HPPE 60 60

DIP、DIP(A)、
DIP(K)、

60 60

DIP(SⅡ)、DIP(NS) 80 80

DIP(GX) 80 100

不明 40 40

40

※アセットマニュアルによる更新基準は、「簡易⽀援ツールを使⽤したアセットマネジ

メントの実施マニュアル、平成26年4月」p.57設定例による
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 ② 収支計画のうち財源についての説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目 標
①収益的収支(当期純利益）の継続的な黒字化を図ります。
②運転資金を給水収益の1年分である約6億円以上確保します。

　今後増加すると見込まれる更新需要や、必要な事業に充てる運転資金を確保するためには、継続的に健全
な収支バランスを維持（当期純利益を確保）する必要があります。また、安定した経営を行うためには運転資
金を確保することが重要であるため、現在の給水収益の1年分に相当する6億円を最低限保有すべき運転資
金として確保することを目指します。
　収支計画において、収益的収支は令和17年度までは継続的に黒字、資金残高は令和7年度までは6億円を
維持できる予測であるものの、将来的には投資や、投資後の減価償却費の増加に伴い収支は赤字転化にな
るほか、資金残高もマイナス転化になることが予想されます。
　このため、有収水量の動向など今後の事業環境を注視し、料金改定や企業債発行などの資金調達方針に
ついて、必要性を検討していきます。
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【収益的収支の予測値】

【資金残高の予測値】

【企業債残高の予測値】
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 ③ 収支計画のうち投資以外の経費についての説明 

 

 

（3）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要 

 ① 投資の合理化、費用の見直しについての検討状況等 

 

  

　
　各費用は、下記のとおりで将来の発生額を推計しています。その他の費用は最新年度を含む過去５年間に
おける決算書の平均数値（平成27年度～令和元年度）と同額発生すると仮定しています。

・ 受水費：将来的に発生が見込まれる受水量に受水単価を乗じた額
・ 減価償却費：令和元年度までの既得資産の減価償却費の見込額と、令和元年度以降に取得する資産（管
路・施設・物品等）の減価償却費の見込額を合算した額
・ 企業債利息：既往債に係る支払利息と、令和２年度以降の新規借入分に係る企業債残高に対しの利息が
発生するものとして見込んだ利息額を合算した額

そ の 他 の 取 組

　本市水道事業の目指すべき目標の一つである「環境への配慮」についても、合理
化・費用削減と両立しながら実現できるよう、土砂やアスファルト、コンクリート、金
属くずなどの建設副産物の発生抑制や、より一層の再生品・再利用品の利用を推
進していきます。

アセットマネジメントの充実
（施設・設備の長寿命化等
に よ る 投 資 の 平 準 化 ）

　中長期的な財政収支に基づき施設の更新等を計画的に実行し、持続可能な水道
を実現するために、施設のライフサイクル全体にわたって効率的かつ効果的に事
業運営することが不可欠です。これを組織的に実践する活動をアセットマネジメント
といいます。
　本市においては、中長期的な視点から投資効率の向上、事業費の平準化を図っ
た水道施設等の更新計画を策定したうえ、計画に基づいて老朽化施設の更新、老
朽管の布設替え・耐震化を推進していきます。

施設・ 設備 の廃 止・ 統合
（ ダ ウ ン サ イ ジ ン グ ）

　今後の水需要の動向に注視しながら、計画的な管路・設備の更新を検討します。

施 設 ・ 設 備 の 合 理 化
（ ス ペ ッ ク ダ ウ ン ）

　今後の水需要の動向に注視しながら、計画的な管路・設備の更新を検討します。
　また、より一層の経営の効率化を図るため、各種システムについては更新の際、
新たな技術の活用を検討します。

広 域 化

　平成24年度に設置された愛知県水道広域化研究会議に参加しています。運営基
盤の強化を図るために、施設連携や事務事業の共同化も踏まえ、引き続き広域的
な視点で検討を行います。

民間の資金・ノウハウ等の
活 用
（ PPP/PFI 等 の 導 入 等 ）

　より一層の経営の効率化を図るため、第三者委託制度や包括的民間委託等の
対象業務を拡大する等の検討を行います。
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 ② 財源についての検討状況等 

 

 

５．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項 

 

  

繰 入 金
　繰出基準に基づき整理を行うとともに、経費削減等によりなるべく低い水準に抑
えられるよう努めていきます。

資産の有効活用等による
収 入 増 加 の 取 組

　水道施設は、水の有する位置エネルギー、熱エネルギーを利用することができる
施設であるため、これらの未利用エネルギーの有効活用を検討します。

そ の 他 の 取 組
　経営基盤の強化や経営の効率化を図ることを目的とし、近隣水道事業体との連
携を図ります。

料 金

　収益的収支の黒字を確保し、目標の資金水準を確保するため、必要に応じて料
金改定を検討します。なお、改定する場合の具体的な時期や改定率、料金体系に
ついては、今後検討することとします。

企 業 債

　老朽化した管路の更新、耐震化及び施設の更新などの投資に必要な財源確保
のために企業債の発行は不可欠です。しかし、企業債は基本的に料金収入を原資
として償還するものであることから、将来世代に過重な負担を強いることがないよ
う、経営戦略の投資計画を基に、支払利息を抑制するよう借入方法や条件を検討
します。

経営戦略の事後検証、
改 定 等 に 関 す る 事 項

　経営戦略で掲げた取組の効果や状況について毎年度検証し、進捗管理を行いま
す。また、その結果を踏まえ、経営戦略を3～5年ごとに見直しを行いＰＤＣＡサイク
ルを実施します。
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)

1
1

０
2
8
2

2
8
2

2
8
2

2
8
2

2
8
2

2
8
2

2
8
2

2
8
2

2
8
2

2
8
2

2
8
2

(D
)

6
2
7
,1

9
1

6
4
0
,6

5
2

6
0
2
,6

2
5

5
9
7
,8

9
5

5
9
6
,8

7
0

5
9
1
,0

5
6

5
9
0
,7

1
2

5
8
6
,1

4
1

5
8
3
,3

2
5

5
9
1
,1

1
1

5
9
0
,6

2
0

5
9
9
,2

1
8

6
0
7
,3

0
2

(E
)

6
2
,2

2
2

5
5
,1

5
9

2
8
,2

9
1

8
1
,4

1
6

8
3
,6

9
2

8
8
,3

4
8

8
7
,7

0
4

9
0
,6

4
3

9
0
,8

8
0

8
1
,2

2
6

7
8
,5

9
2

6
8
,4

6
1

5
9
,9

7
9

(F
)

０
０

4
8
,8

7
3

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

(G
)

０
０

1
,8

7
9

1
,8

7
9

1
,8

7
9

1
,8

7
9

1
,8

7
9

1
,8

7
9

1
,8

7
9

1
,8

7
9

1
,8

7
9

1
,8

7
9

1
,8

7
9

(H
)

4
6
,9

9
4

△
 1

,8
7
9

△
 1

,8
7
9

△
 1

,8
7
9

△
 1

,8
7
9

△
 1

,8
7
9

△
 1

,8
7
9

△
 1

,8
7
9

△
 1

,8
7
9

△
 1

,8
7
9

△
 1

,8
7
9

6
2
,2

2
2

5
5
,1

5
9

7
5
,2

8
5

7
9
,5

3
7

8
1
,8

1
3

8
6
,4

6
9

8
5
,8

2
5

8
8
,7

6
4

8
9
,0

0
1

7
9
,3

4
7

7
6
,7

1
3

6
6
,5

8
2

5
8
,1

0
0

(I
)

1
,3

1
5
,3

9
4

1
,3

7
0
,5

5
2

1
,4

4
5
,8

3
7

1
,5

2
5
,3

7
4

1
,6

0
7
,1

8
7

1
,6

9
3
,6

5
6

1
,7

7
9
,4

8
1

1
,8

6
8
,2

4
5

1
,9

5
7
,2

4
6

2
,0

3
6
,5

9
3

2
,1

1
3
,3

0
6

2
,1

7
9
,8

8
8

2
,2

3
7
,9

8
8

(J
)

8
5
3
,1

2
0

6
8
9
,0

6
6

8
5
2
,1

6
7

8
1
9
,5

1
2

7
8
7
,3

3
1

7
5
3
,4

0
3

7
2
3
,4

4
4

6
9
2
,1

0
6

2
1
9
,4

4
8

△
 2

6
5
,0

0
3

△
 7

5
1
,2

3
6

△
 1

,2
3
9
,2

5
3

△
 1

,7
2
7
,4

5
3

1
0
7
,7

5
4

9
8
,0

7
8

9
6
,7

8
4

9
6
,3

9
9

9
6
,3

7
8

9
5
,9

9
3

9
5
,6

0
7

9
5
,2

2
2

9
4
,7

1
4

9
4
,2

0
7

9
3
,7

0
0

9
3
,1

9
2

9
3
,0

3
0

(K
)

2
2
5
,9

8
1

1
4
6
,6

6
1

1
3
8
,6

6
9

1
3
3
,7

8
7

1
3
3
,5

6
0

1
3
3
,4

3
5

1
2
7
,9

4
2

1
2
7
,7

4
9

1
3
7
,4

9
4

1
4
7
,2

3
8

1
4
6
,9

8
3

1
4
6
,7

2
8

1
4
6
,6

4
7

2
0
,8

9
1

2
1
,1

3
5

2
1
,1

3
5

1
6
,4

4
7

1
6
,2

3
0

1
6
,2

9
9

1
1
,0

0
0

1
1
,0

0
0

2
1
,0

0
0

3
1
,0

0
0

3
1
,0

0
0

3
1
,0

0
0

3
1
,0

0
0

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
1
7
9
,1

2
9

1
0
0
,7

3
2

9
2
,7

4
0

9
2
,5

4
6

9
2
,5

3
6

9
2
,3

4
2

9
2
,1

4
8

9
1
,9

5
5

9
1
,7

0
0

9
1
,4

4
4

9
1
,1

8
9

9
0
,9

3
4

9
0
,8

5
3

( 
I 
)

(A
)-

(B
)

(L
)

(M
)

5
7
8
,4

4
9

5
7
9
,9

6
9

5
2
3
,4

4
6

5
7
0
,0

3
9

5
6
9
,9

1
9

5
6
7
,6

3
9

5
6
5
,3

5
9

5
6
3
,0

7
9

5
6
0
,0

7
9

5
5
7
,0

7
9

5
5
4
,0

7
9

5
5
1
,0

7
9

5
5
0
,1

1
9

(N
)

(O
)

(P
)

令
和

1
2
年

度

4
0
7
%

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額

健
全

化
法

施
行

令
第

1
7

条
に

よ
り

算
定

し
た

事
業

の
規

模

健
全

化
法

第
2
2

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

不
足

比
率

(（
N

）
/
（
P
）
×

1
0
0
)

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
5

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(A

)-
(B

)

地
方

財
政

法
に

よ
る

資
金

不
足

の
比

率
(（

L
）
/
（
M

）
×

1
0
0
)

健
全

化
法

施
行

令
第

1
6

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

の
不

足
額

3
9
6
%

2
2
7
%

2
3
6
%

2
7
6
%

3
4
9
%

3
6
6
%

3
8
1
%

う
ち

建
設

改
良

費
分

う
ち

一
時

借
入

金
う

ち
未

払
金

2
6
8
%

2
8
2
%

2
9
8
%

3
1
5
%

3
3
2
%

累
積

欠
損

金
比

率
（

×
1
0
0

）

流
動

負
債

支
出

計
経

常
損

益
(C

)-
(D

)

特
別

利
益

特
別

損
失

特
別

損
益

(F
)-

(G
)

収 益 的 収 支 当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(E

)+
(H

)

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

流
動

資
産

う
ち

未
収

金

収 益 的 収 入

材
料

費

収 益 的 支 出

営
業

費
用

職
員

給
与

費
基

本
給

退
職

給
付

費
そ

の
他

経
費

動
力

費

修
繕

費

支
払

利
息

受
水

費

補
助

金
他

会
計

補
助

金

令
和

7
年

度

そ
の

他
補

助
金

長
期

前
受

金
戻

入

そ
の

他

収
入

計
そ

の
他

そ
の

他
減

価
償

却
費

営
業

外
費

用

投
資

・
財

政
計

画
（
収

支
計

画
）

営
業

外
収

益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

本
年

度

営
業

収
益

令
和

3
年

度
令

和
8
年

度
令

和
9
年

度
令

和
1
0
年

度
令

和
1
1
年

度
令

和
4
年

度
令

和
5
年

度
令

和
6
年

度
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 様
式

第
2号

（法
適

用
企

業
・資

本
的

収
支

）
（単

位
：千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
前

々
年

度
前

年
度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
（

決
算

）

１
．

０
０

20
0,

00
0

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０

２
．

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０

３
．

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０

４
．

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０

５
．

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０

６
．

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０

７
．

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０

８
．

94
,9

86
94

,9
88

89
,8

12
89

,8
12

89
,8

12
89

,8
12

89
,8

12
89

,8
12

89
,8

12
89

,8
12

89
,8

12
89

,8
12

89
,8

12

９
．

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０

(A
)

94
,9

86
94

,9
88

28
9,

81
2

89
,8

12
89

,8
12

89
,8

12
89

,8
12

89
,8

12
89

,8
12

89
,8

12
89

,8
12

89
,8

12
89

,8
12

(B
)

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０

(C
)

94
,9

86
94

,9
88

28
9,

81
2

89
,8

12
89

,8
12

89
,8

12
89

,8
12

89
,8

12
89

,8
12

89
,8

12
89

,8
12

89
,8

12
89

,8
12

１
．

26
5,

06
5

32
0,

35
5

28
2,

00
0

28
2,

00
0

28
2,

00
0

28
2,

00
0

28
2,

00
0

28
2,

00
0

71
1,

37
4

71
1,

37
4

71
1,

37
4

71
1,

37
4

71
1,

37
4

25
,2

28
26

,2
46

23
,1

04
23

,1
04

23
,1

04
23

,1
04

23
,1

04
23

,1
04

23
,1

04
23

,1
04

23
,1

04
23

,1
04

23
,1

04

２
．

25
,8

50
20

,8
91

21
,1

35
16

,4
47

16
,2

30
16

,2
99

11
,0

00
11

,0
00

21
,0

00
31

,0
00

31
,0

00
31

,0
00

31
,0

00

３
．

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０

４
．

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０

５
．

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０

(D
)

29
0,

91
5

34
1,

24
6

30
3,

13
5

29
8,

44
7

29
8,

23
0

29
8,

29
9

29
3,

00
0

29
3,

00
0

73
2,

37
4

74
2,

37
4

74
2,

37
4

74
2,

37
4

74
2,

37
4

(E
)

19
5,

92
9

24
6,

25
8

13
,3

23
20

8,
63

5
20

8,
41

8
20

8,
48

7
20

3,
18

8
20

3,
18

8
64

2,
56

2
65

2,
56

2
65

2,
56

2
65

2,
56

2
65

2,
56

2

１
．

15
3,

12
0

15
1,

27
2

17
7,

71
8

17
6,

36
5

17
6,

25
7

17
4,

94
5

17
3,

61
5

17
2,

23
5

17
0,

41
2

16
8,

61
9

16
6,

83
6

16
5,

05
3

16
4,

52
5

２
．

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０

３
．

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０

４
．

78
3,

06
7

66
9,

68
6

57
4,

70
0

73
9,

09
5

70
6,

82
5

67
4,

66
4

64
1,

12
2

61
1,

54
9

58
0,

59
6

10
8,

44
6

△
 3

75
,4

98
△

 8
61

,2
24

△
 1

,3
48

,7
34

(F
)

93
6,

18
7

82
0,

95
8

75
2,

41
8

91
5,

46
0

88
3,

08
2

84
9,

60
9

81
4,

73
7

78
3,

78
4

75
1,

00
8

27
7,

06
5

△
 2

08
,6

62
△

 6
96

,1
71

△
 1

,1
84

,2
09

△
 7

40
,2

58
△

 5
74

,7
00

△
 7

39
,0

95
△

 7
06

,8
25

△
 6

74
,6

64
△

 6
41

,1
22

△
 6

11
,5

49
△

 5
80

,5
96

△
 1

08
,4

46
37

5,
49

8
86

1,
22

4
1,

34
8,

73
4

1,
83

6,
77

1

(G
)

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０

(H
)

17
9,

00
2

15
8,

11
1

33
6,

97
6

32
0,

52
9

30
4,

29
9

28
8,

00
0

27
7,

00
0

26
6,

00
0

24
5,

00
0

21
4,

00
0

18
3,

00
0

15
2,

00
0

12
1,

00
0

○
他

会
計

繰
入

金
（単

位
：千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
前

々
年

度
前

年
度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
（

決
算

）

０
０

48
,8

73
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０

０
０

48
,8

73
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０

０
０

48
,8

73
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０

企
業

債
償

還
金

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

令
和

12
年

度
令

和
11

年
度

収
益

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

令
和

7年
度

令
和

8年
度

令
和

9年
度

う
ち

基
準

外
繰

入
金

資
本

的
収

支
分

令
和

4年
度

令
和

5年
度

令
和

6年
度

令
和

3年
度

本
年

度

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

令
和

10
年

度

資 本 的 収 支 補
塡

財
源

不
足

額
(E

)-
(F

)

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
  

  
 　

　
  

  
(D

)-
(C

)

補 塡 財 源

損
益

勘
定

留
保

資
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

計

他
会

計
へ

の
支

出
金

資 本 的 収 入

そ
の

他

計

他
会

計
借

入
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

固
定

資
産

売
却

代
金

工
事

負
担

金

計

そ
の

他

(A
)の

う
ち
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